
社会基盤は大きく二つの役割があります。一つ目は、多くの自然災害に
見舞われる日本においてダムや砂防堰堤、堤防や防波堤などの施設によっ
て国民の生命と財産を守ること。二つ目は、道路や鉄道、橋、トンネル、港
湾、空港などの施設と通信や電気、ガス、上下水道などのライフラインに
よって国民の生活と経済を支えることです。
私たち建設コンサルタントは、これらの社会基盤整備に関する、企画

立案、調査、計画、設計から施工管理、維持管理に至るまで、技術サービ
スを提供する技術者集団です。
私たちは、エンドユーザーである国民の生命と財産を守り、生活と経済

を支えるよりよい社会基盤整備に向け、事業者である国や地方自治体、
民間企業や海外政府の良きパートナーとして、高い専門性と技術力で応え
ています。

建設コンサルタントとは
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みなさまのご意見をお待ちしております。
当協会では、建設コンサルタントの活動等を社会に広報することを目的として、
広報誌『Civil Engineering Consultant』を年4回発行し、中央官庁や地方自
治体等の公共機関、教育機関ならびに協会会員会社に対して約15,000部を配
布しています。
より充実した広報誌の実現に向け、本誌に対するご意見をお待ちしております。

【お問い合わせ】
一般社団法人建設コンサルタンツ協会

『Civil Engineering Consultant』編集担当
MAIL：project@jcca.or.jpまでお寄せください。

ゆめうつつのあわいを漂うように、明確で不変
だと認識していた境界も、地球温暖化や気候

変動、社会経済グローバル化の進展、人々の価値
観の多様化などの影響を受けつつ、ときにゆらぎ、
静かにその位置や形を変えていきます。本特集では、不確かさの
中に潜む新たな視点や、ゆらぎの先に広がる世界に目を向けます。
ここで取り上げるさまざまな境界と、そのゆらぎの背景にある実
態、さらには境界の捉え方に関する解説や示唆を通じて、読者の
皆さまが日常の中で出会う「境界」にふと立ち止まり、ゆらぎの
存在を意識し、その先に広がる風景へと想像を巡らせるきっかけ
となれば幸いです。（米山）

らっち（改札）内とらっち外の境界が曖昧になるほど、最近の
駅ナカはとても進化しています。昔は駅前のショッピングモー

ルを目的に出かけていましたが、今では改札の内側だけで買い物
を済ませることも増えました。明確な改札という境界は残りつつ
も、外と内の差はどんどん薄くなっているように思えます。このよう
に、私たちが日常で何気なく接している空間やインフラも、時代の
変化とともにその役割を柔軟に変えています。変化する環境に応
じて求められるニーズもまたゆらぐ中、固定観念にとらわれず、柔
軟な視点で物事を捉えていきたいものです。（土橋）

ぐるりと海に囲まれた日本の国土。その境界は、海と陸が接す
る海岸線にあります。地形図では一本の青い線で示されてい

ますが、実際には潮の満ち引きや寄せては返す波によって絶えず
変化しており、幅を持った境界として捉えることもできます。国土
地理院では、一般に満潮時における陸地と海との境を海岸線とし
ています。つまり、満潮時でも水没しない陸地の縁が国土の境界
となるのですが、これも人間の活動を前提とした考え方による境
界です。近年は海岸浸食や地震による地形変化、さらには気候変
動に伴う海面変動も顕在化しつつあり、その境界のゆらぎを意識
させられます。（松田）
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